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に
形
成
さ
れ
た
諸
々
り
中
圈
的
な
思
想
削
流
に
基
礎
を
置
く

も
の
は
、
も
は
や
、
解
体
の
Ｒ
貪
を
吋
め
て
い
く
だ
け
で
あ

る
．

　
6

5
年
ベ
ト
ナ
ム
に
開
始
し
た
ア
ジ
ア
ｇ
努
０
推
転
、
と
り

わ
け
ヱ
ハ
大
年
テ
ト
を
突
酸
口
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の

ア
メ
リ
カ
帝
国
王
義
に
対
す
る
攻
勢
的
な
闘
争
に
よ
っ
て
Ｓ

り
拓
な
れ
た
地
平
は
、
ア
ジ
ア
史
―
抑
圧
と
搾
取
、
簑
攻
と

隷
属
の
歴
史
に
明
確
に
時
代
を
一
す
る
も
り
で
あ
っ
た
．
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と

の
力
一
張
の
逆
転
、
戦
後
史
に
君
Ｓ
し
つ
づ
け
た
ア
メ
リ
Ｊ

帝
国
主
一
の
ベ
ト
ナ
ム
の
地
に
お
け
る
敗
北
は
、
現
代
史
Ｏ

巨
大
な
転
回
点
と
し
て
あ
っ
た
．
ベ
ト
ナ
ム
り
旭
一
角
に
お

い
て
良
い
破
ら
れ
た
戦
後
世
界
体
制
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ

の
ア
ジ
ア
禰
国
主
義
支
配
体
制
の
削
壊
り
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム

革
命
は
、
全
イ
ン
ド
シ
ナ
武
装
解
政
一
然
へ
已
推
転
し
、
こ

の
ア
ジ
ア
革
命
り
岐
を
極
東
へ
と
岐
及
せ
し
め
て
い
る
．

　
戦
後
、
沖
縄
に
お
い
て
米
軍
の
巨
大
な
軍
．
‘
″
埴
地
の
前
に

血
の
苦
し
み
を
味
わ
い
つ
づ
け
て
き
た
沖
鰐
人
民
か
、
そ
し

て
、
第
二
次
ア
ジ
ア
革
命
の
中
途
座
折
に
よ
り
、
民
疾
の
分

断
を
強
制
さ
れ
て
い
っ
た
朝
鮮
人
民
か
、
長
い
抑
圧
と
隷
属

の
歴
史
に
終
止
符
抒
つ
Ｉ
い
に
決
起
し
歿

　
こ
の
極
東
に
お
け
る
沖
縄
人
民
、
征
目
刺
鮮
人
、
中
国
人

の
闘
い
は
、
唆
後
り
「
平
和
と
民
主
主
義
」
と
い
う
幻
想
り

中
限
極
東
人
民
に
対
す
る
抑
圧
の
上
り
毅
か
い
ぬ
く
も
り

の
申
で
存
在
し
つ
づ
け
て
き
た
帝
国
主
義
本
土
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
に
そ
り
解
体
を
つ
き
つ
け
て
い
る
．

　
新
た
な
る
世
界
史
の
佃
出
へ
０
源
流
と
し
て
、
世
界
革
必

０
原
糞
と
し
て
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
革
命
は
、
世
Ｗ
Ｏ
人
民
に
、

突
き
辿
む
ぺ
き
方
向
性
と
そ
の
端
緒
を
切
り
拓
い
な
．

　
と
り
わ
け
、
日
本
本
土
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
は
、
そ
○

髪
前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
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o
.
j
p

自
製
略
０
そ
の
先
兵
と
し
て
、
ア
ジ
ア
人
民
０
一
い
を
圧
殺

す
る
敏
腕
０
よ
う
な
狂
気
の
瞭
史
を
く
り
か
え
す
の
か
、
あ

る
い
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
規
模
に
お
い
て
航
大
せ
ん
・
こ
す
る
ベ

ト
ナ
ム
革
命
に
動
員
さ
れ
、
そ
の
中
に
お
い
て
、
自
己
を
形

成
し
で
永
久
革
命
参
差
行
し
て
い
く
の
か
を
．

　
わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
時
勢
に
お
い
て
永
久
晶
必
り
．
原
画
と

し
て
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
革
自
そ
０
‐
ｂ
り
い
中
に
£
’
、
□
己
り

感
性
と
怠
識
を
Ｉ
化
さ
せ
ん
と
Ｉ
『
！
‐
｀
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か
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れ
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七
の
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直

に
あ
そ
こ
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こ
ご
は
、
わ
れ
わ
ハ
の
主
一
肩
呪
・
穴
・
・
％

て
に
侭
で

‘ 伊
吹
一
‐
ｈ
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る
こ
い
で
き
な
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い
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昌
利

瞭
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る
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つ
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ド
こ
に

わ
れ
わ
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が
目
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り
解
放
を
い
う
と
き
、
そ
れ
ｆ
笛
国
Ｅ
喪

本
土
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ま
る
・
出
し
り
、
ア
ジ
ア
人
民
を
抑

圧
、
収
奪
、
虐
殺
し
て
き
な
ｆ
を
よ
り
鳳
で
汚
し
て
い
く
・
こ

と
に
旭
な
ら
な
い
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人
な
・
’
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し
、
ａ
．
圧
し
、
ぷ
別
し
て
き
た
Ｈ
本
人
柘
休
心
歴

｛
ｔ
を
持
ち
、
現
在
も
差
．
別
し
な
が
ら
そ
○
・
目
覚
な
し
に
○
ほ

ほ
ん
・
心
し
て
Ｏ
ｄ
Ｏ
即
物
的
な
欣
求
０
ま
ま
に
．
生
き
で
い
く

も
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、
そ
ｰ
9
'

S
I
!
;
4
4
‘
y
.
.
.
.
.
.
.
'
l
l
.
1
:
'
1
1
1
1
1
1
.
!

と
．
≒
に
…
…
S
j
｡
4
:
4
‐
…
Ｅ
‘
』
・
、
’
丿
・

『
y
4
＆
;
r
l
j
'
=
y

そ
０
論
理
に
確
む
を
も
つ
Ｉ
こ
と
０
出
棄
ぬ
も
り
は
、
ア
ジ

ー ア

人
民
を
抑
圧
し
、
殺
し
て
い
く
鮭
で
巧
れ
た
．
』
れ
勺
・
ｐ
に
恐

れ
お
０
い
き
な
が
ら
、
反
革
命
へ
と
動
・
Ｈ
３
れ
胴
流
そ
い
．
・
も

の
・
．
ど
な
っ
て
つ
い
え
去
る
に
け
で
あ
る
．

　
わ
れ
わ
れ
は
抑
一
ｔ
・
民
我
と
し
て
、
μ
φ
ぶ
Ｆ
只
・
．

‐
‐
ム
兄

そ
し
て
、
今
も
そ
ｏ
根
深
い
排
外
性
を
．
持
ら
抑
万
波
・
・
し

て
茫
じ
で
い
る
．

　
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
ペ
バ
ｙ
芦
’
泌
ぶ
Ｊ
グ
ィ
・
窓
一
．
ｔ
‐
一
‐
云

そ
い
・
も
い
・
い
．
甲
に
投
賤
し
ご
と
に
・
石
い
で
目
ご
今
・
・
暫
・

・
・
：
一
・

げ
よ
う
・
よ
ふ
．

　
根
深
い
一
国
れ
｛
、
国
民
ず
帽
ド
．
’
７
ぴ
Ｔ
召
い
七
‐

ｔ
に
お
い
で
、
わ
れ
わ
れ
を
卸
胆
し
、
人
類
．
タ
バ
ー
パ
リ
ズ

ム
ヘ
突
き
悲
め
で
い
く
伯
国
む
参
ぷ
打
倒
し
ご
目
．
旱
・
．
・
ヱ

的
に
哺
放
せ
ん
と
す
る
こ
め
に
、
ア
ジ
ア
革
‐
泊
に
目
．
ぶ
勅

・
□
し
白

一 次
せ
し
心
・
バ
め
に
．
わ
訃
沁
ベ
リ
．
Ｗ
ご

し
Ｉ
≒
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目
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何
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行
く
の
か
？
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．
ぶ
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し
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剽
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…
・
．
．
ノ
ー
プ
ヤ
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口
］
－
げ
淮
回
．
宍
に
い
、
‐
’
で
、
中
国
ｏ
国

ム
ド
、
ｊ
　
句
ご
記
．
ヅ
リ
八
二
ア
決
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言
、
ａ
漏
八
十
一
ひ
、

∵
ゾ
こ
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ぃ
仁
心
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犬
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．
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Ｉ
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．
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は
．
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に
、
極
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．
債
口
に
守

？
ヅ
ー
［
・
…
…
…
リ
Ｌ
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．
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司
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ｌ
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／
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こ
こ
に
台
阿
○
国
民
政
府
（
聘
介
石
軍

事
独
裁
政
権
）
『
‘
そ
か
、
中
国
を
代
表

す
る
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
と
い
う

檄
頭
数
Ｍ
反
動
的
で
あ
り
か
つ
反
革
命

的
意
図
に
基
づ
い
た
堅
史
的
事
実
の
Ｓ

造
と
虚
構
か
築
ひ
れ
‘
‘
Ｑ
、
客
観
的
政
治

的
恨
拓
か
存
在
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
Ｉ

な
い
。
革
命
中
国
を
枢
軸
と
し
　
一

次
ア
ジ
ア
革
命
は
、
ア
メ
リ
カ

心
四
七
一

義
の
未
曽
有
の
圧
一
明
軍
事
力
物
理
力

に
よ
？
―
。
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
3
8
度
｛

練
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
於
け
る
1
7
度

線
と
し
て
中
途
挫
折
を
Ｓ
議
な
く
強
制

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
μ
年

ジ
ー
フ
ー
プ
遥
ｒ
．
六
・
、
哨
二
次
ア

ジ
尹
哨
民
悲
ぶ
り
吊
収
北
り
強
制
と

男
蘭
ｉ
Ｊ
￥
甲
詞
に
対
ｔ
る
、
フ
４
リ

ッ
ピ
ン
、
台
湾
、
「
韓
国
」
に
至
る
桁

状
の
反
共
、
反
革
命
包
囲
一
毫
半
ぱ
成

功
的
に
築
き
上
げ
祀
ア
メ
リ
カ
帝
国

ｉ
義
ｏ
ア
ジ
ア
咆
・
咀
戦
嘔
と
は
革
函
中

国
を
民
族
哨
国
暁
内
に
封
じ
込
め
る
こ

と
を
も
っ
て
夜
隋
せ
し
め
、
ア
ジ
ア
植

民
地
人
民
に
よ
る
反
帝
騨
放
一
争
り
畝

底
し
た
軍
φ
的
圧
殺
を
企
図
せ
ん
と
す

る
も
○
で
あ
っ
陥
こ
こ
に
戦
後
三
五

竿
闇
に
亘
る
中
輦
人
民
共
和
国
政
吋
の

国
湛
か
ら
の
排
除
外
（
重
要
叫
城
決
議

案
）
と
い
う
・
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
中

国
政
策
の
・
咲
史
的
か
つ
本
質
的
要
因
が

存
在
す
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
峯
定
の
成
立
こ
そ
は
、
壮

大
な
第
二
次
ア
ジ
ジ
ア
革
命
か
永
久
革

命
と
し
て
中
途
挫
折
せ
し
め
ら
れ
、
巨

大
な
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
軍
事
権
力
の

下
に
一
応
の
終
息
を
強
制
さ
れ
た
豪
史

的
画
剛
で
は
あ
っ
た
。
第
二
次
ア
ジ
ア

革
命
は
革
励
中
国
及
ひ
、
北
部
朝
鮮
・

北
部
べ
卜
字
ム
に
新
し
い
反
覆
国
主
義

二
重
複
力
の
匍
出
を
成
遮
げ
つ
つ
も
・

残
余
を
単
一
か
つ
｛
元
的
に
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
ア
ジ
ア
反
革
命
体
制
に
組
縁

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
し
か
し
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
一
国

主
義
の
軍
事
的
反
革
命
は
、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
規
模
に
お
い
て
持
鯛
的
自
発

的
武
装
抵
抗
闘
争
を
勝
利
的
に
難
い
抜

い
て
き
た
イ
ン
ド
シ
ナ
労
農
民
衆
を

政
治
・
軍
事
的
に
鎮
圧
・
解
体
し
切
れ

た
訳
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
Ｓ
年
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
協
・
だ
と
そ
の
成
立
は
、
た
だ

イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
人
民
の
自
発
的
一
争

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
力
闘
佩
と
は
全
く

無
関
係
に
、
金
く
外
よ
り
持
ち
込
ま
れ

た
飼
停
と
和
解
と
い
う
性
格
を
色
渡
く

孕
ん
だ
性
格
の
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
れ

は
当
時
の
現
収
的
世
界
的
力
関
係
、
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
世
界
軍
事
力
に
昂

服
す
る
、
ソ
・
中
○
共
同
で
執
行
さ
れ

た
も
り
に
他
な
う
な
か
っ
た
。

・
日
帝
国
主
義

ネ
ー
プ
協
定
に
よ
り
深
い
挫
折
感
超
好

感
に
陥
込
め
ら
れ
た
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民

と
そ
○
指
導
部
を
も
深
く
政
治
的
に
吸

引
し
た
。
南
部
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
捨
身

の
反
帝
武
装
抵
抗
闘
争
は
、
よ
り
意
識

凶
な
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
に
よ
る
合
同
の

反
米
帝
武
装
解
放
闘
争
へ
と
転
化
さ
れ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
六
七
年
ベ
ト
ナ
ム

人
民
の
軍
嘔
哨
一
利
（
テ
ト
攻
勢
）
と

い
う
衝
激
叩
歴
史
的
画
副
は
、
ア
ジ
ア

反
所
労
農
人
民
に
限
り
な
い
政
治
的
影

響
力
を
与
へ
た
に
と
ど
尊
り
ず
、
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
本
国
の
植
民
地
人
民
だ

る
黒
人
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
・
ア
フ

リ
カ
・
中
国
・
全
世
界
人
民
に
溌
い
政

治
的
・
道
義
的
共
感
を
与
へ
た
も
の
で

あ
っ
べ
と
り
わ
け
第
二
次
ア
ジ
ア
革

命
の
偉
大
な
残
存
諸
勢
力
は
ベ
ト
ナ
ム

人
民
の
不
退
転
の
闘
争
に
依
ｐ
て
自
己

再
生
を
な
し
と
げ
、
吏
に
は
新
し
い
大

衆
院
土
台
の
護
符
が
進
行
し
た
。
な
か

で
も
単
一
か
つ
有
機
的
に
武
装
革
命
勢

力
と
し
て
発
展
・
登
場
し
た
の
は
イ
ン

ド
シ
ナ
三
国
人
民
で
あ
っ
た
。
7
0
年
前

肺
測
に
於
け
る
赤
色
ク
メ
ー
ル
り
闘
い

ま
］
吃
く
よ
に
プ
ー
マ
反
革
命
体
制
に

対
い
し
。
で
戦
略
的
ヘ
ゲ
モ
ー
〒
を
確
立

し
司
バ
テ
ト
ー
フ
オ
○
圖
い
、
吏
に

は
カ
ン
プ
チ
ア
民
族
統
一
戦
線
の
峻
成

と
、
全
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
は
反
米
帝
国

主
義
闘
争
へ
と
統
’
一
さ
れ
た
武
挾
解
放

勢
力
と
し
て
自
身
を
発
展
成
長
せ
し
め

ｉ

　
か
か
る
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
攻
撃
的

武
装
闘
争
の
威
力
の
前
に
史
上
最
大
最

彊
の
ア
メ
リ
カ
帝
国
ま
義
は
、
6
8
年
３

月
3
1
日
北
章
一
止
宣
言
に
追
い
込
ま
れ

深
刻
な
る
ド
ル
危
植
と
ア
メ
リ
カ
帝
国

臣
民
内
部
の
分
裂
と
い
う
事
一
に
み
ま

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
7
0
年
５
月
ニ
ク

ソ
ン
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
武
力
悦
攻
は

一
斎
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の

危
機
的
事
態
に
拍
車
を
か
け
る
も
り
と

し
て
あ
っ
た
点
ａ
え
よ
う
。
戦
後
ア
ジ

ア
帝
国
主
義
体
制
の
動
員
と
崩
壊
に
対

処
す
べ
く
打
出
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン
・
ド

ク
ト
リ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
に
路
線
）
－
も
こ

う
し
た
ア
ジ
ア
植
民
鳩
革
命
の
圧
備
的

前
進
の
前
に
は
、
何
ら
の
有
知
性
も
な

く
ピ
ホ
ウ
策
以
上
り
代
物
で
は
な
か
っ

た
。

　
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
客

観
的
に
は
、
そ
の
ア
ジ
ア
反
革
命
戦
線

の
転
換
が
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
情
勢

の
切
迫
性
の
申
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ト
ル
ー
マ
ン
声
明
よ
り
一
貫
し
て
流
れ

る
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
論
理
は

労
働
者
国
家
中
国
と

　
国
画
総
会
に
お
い
て
「
重
要
事
項
決

議
案
」
の
最
も
熱
心
、
且
つ
一
貫
し
た

推
進
国
た
る
日
本
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
決

議
案
に
強
行
な
反
対
論
を
ブ
チ
上
げ
、

国
府
擁
護
を
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
＆
よ
り

意
識
的
積
禰
的
に
主
張
し
た
。
ア
メ
リ

カ
帝
国
王
表
が
″
ニ
つ
の
中
国
″
を
示

‘
’
じ
た
こ
ど
に
、
そ
れ
は
対
照
的
で
さ

え
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
ア

ル
バ
ニ
ア
決
議
案
の
成
立
は
新
日
本
帝

国
止
義
に
と
っ
刄
極
め
て
衡
激
固
か

つ
深
刻
な
る
政
治
的
丿
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
十
八
日
の
人
民
日
報
は
、
国
連
に

お
け
る
中
国
代
表
権
討
議
の
模
様
を
詳

し
く
報
道
し
、
そ
の
・
申
で
口
本
が
米
国

と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
退
要
事
城
柵
定
方

式
の
推
進
国
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は

げ
し
く
非
難
し
、
同
時
に
米
・
日
に
よ

る
″
二
つ
の
中
国
″
路
線
の
脇
腹
を
紛

伜
せ
よ
ど
糾
弾
し
た
。
こ
こ
に
暫
呆

帝
国
よ
或
の
7
0
年
代
戦
略
○
危
機
的
性

椙
か
ク
ッ
キ
リ
と
序
彫
り
に
さ
れ
で
い

る
と
４
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ま
り
6
9
年
Ｈ
月
日
香
同
声
測
に

よ
っ
で
ぐ
韓
国
」
の
安
全
は
日
本
自
身

○
安
全
に
と
っ
て
緊
要
で
あ
り
召
湾

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
革
命

闘
争
に
よ
り
、
今
や
無
残
に
破
綻
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
革
命
Ｏ

攻
勢
明
局
面
に
対
い
す
る
延
命
の
途
は

可
能
同
に
は
二
つ
の
退
以
外
存
在
し
得

な
い
。

　
即
ち
、
Ｘ
帝
国
主
義
○
主
ド
の
下
に

米
申
平
和
共
存
を
細
咽
し
、
こ
り
力
に

よ
っ
て
革
命
的
ア
ジ
ア
人
民
の
攻
勢
を

左
右
よ
り
抑
圧
・
屎
結
せ
し
め
ん
と
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
米
日
帝
国
主
義
！

土
肴
ア
ジ
ア
反
革
命
諸
勢
力
の
一
切
と

労
働
者
国
家
中
凶
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム

反
帝
国
主
義
ア
ジ
ア
人
民
聡
休
と
の
鰻

慢
的
な
決
戦
的
ア
ジ
ア
戦
争
か
、
こ
り

い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
後
者
の
結
論
は
、
即
世
界
的
戦
争
へ

の
転
化
を
意
味
し
、
今
日
の
段
階
で
政

治
的
に
全
く
不
可
咄
な
桔
論
で
あ
る
。

む
だ
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
・
画
に
と
っ
て
残

さ
れ
た
道
は
、
ア
ジ
ア
革
命
の
発
襲
の

１

脅
威
に
対
い
し
て
、
ア
ジ
ア
土
着
、
反
】
砥
ｊ
ｚ
‘
ｔ

革
命
カ
イ
ラ
ノ
ー
政
権
と
、
戦
後
、
経
済
一
紀
と
し
ｙ

的
政
治
的
大
国
に
成
長
発
展
を
遂
げ
た
一
び
ぐ
兄

弾
薬
、
輸
送
手
段
○
援
助
一
切
を
負
う

と
い
う
有
機
的
か
ヨ
ー
位
一
体
方
式
と

で
も
い
う
ぺ
哉
持
久
明
反
革
命
路
線

を
靫
術
的
に
は
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
戦
略
的
、
本
質
的
に

は
米
中
○
平
和
共
存
体
制
・
の
確
立
で
あ

る
。
　
　
　
‐

　
こ
の
こ
ご
が
ニ
ク
ソ
ン
ド
ク
ト
リ
ン

の
本
質
的
性
格
で
あ
り
、
日
本
帝
国
主

義
に
と
っ
て
は
こ
の
こ
と
は
、
今
日
的

に
日
米
共
同
声
明
路
練
り
口
帝
の
極
厦

軍
畢
国
家
路
練
と
し
て
存
在
す
る
。

　
（
新
日
本
帝
国
主
義
０
極
東
軍
事
国
家

叱
に
関
す
る
論
述
は
本
紙
ト
何
回
か
行

わ
れ
で
さ
て
い
る
０
で
こ
こ
で
は
触
れ

な
い
。
）

　
現
在
問
題
に
さ
れ
て
い
る
、
入
営
体

制
も
こ
い
ニ
ク
ソ
ン
ド
ク
ト
リ
ン
に

始
ま
る
ｘ
侍
と
日
帝
の
極
東
地
域
の
強

ジ

Ｕ
↑　ィンドシナ革命の発展は√中国代表権問題の今日的変遷を提起したoそれに対し刄、中国共産党

匹属毛沢東はどう応えるのか／？
　　　一一一一一一-　　　　　　　　　-一一-一一

新
日
本
帝
国
主
義

栗
で
あ
る
』
と
、
明
厦
に
今
や
韓
国
台

肖
が
新
日
本
帝
国
主
我
の
勢
力
Ｉ
」
で

あ
る
こ
と
掌
ヱ
彊
し
た
政
治
的
背
禦
に

は
、
男
働
か
国
家
中
凶
・
及
ひ
北
部
朝

鮮
に
対
す
る
、
あ
か
ら
さ
ま
な
挑
戦
に

よ
る
、
第
三
次
ア
ジ
ア
革
命
絞
殺
り
企

図
が
内
包
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．

吏
に
は
、
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン

ド
シ
ナ
革
命
○
前
進
に
強
制
さ
れ
る
新

日
本
帝
国
主
義
の
極
束
軍
丿
国
家
へ
飛

躍
の
度
合
と
テ
ン
ポ
は
、
今
や
同
所
Ｏ

カ
イ
ラ
イ
と
り
し
た
、
朴
軍
ぶ
残
敵
政

権
を
、
勝
共
反
馳
一
朝
鮮
華
向
弓
同
け

て
勤
貝
せ
ん
と
す
る
ぷ
回
は
、
南
部
恂

鮮
人
民
・
○
反
朴
・
反
日
ｗ
？
よ
う
�

謀
の
紅
深
い
進
行
と
い
・
っ
・
堀
状
に
あ
・
．
’

で
、
決
し
て
こ
れ
を
司
郎
円
に
朕
万
一
し

り
な
く
な
ぷ
し
き
で
い
．
？
一
．
．
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
．

　
か
く
て
、
新
日
参
．
思
玉
我
り
・
「
ア

ジ
ア
ヘ
の
滋
」
は
労
働
石
凶
家
印
刄
．
を

紹
集
せ
し
め
つ
・
つ
肋
伺
し
北
・
よ
害
・
ｙ

ジ
ア
革
自
と
そ
れ
に
白
流
せ
ん
こ
ｒ
る

極
．
混
一
人
柄
こ
れ
昌
孝
白
付
図

一 一 一 一 一 一 -

以
外
、
何
処
に
も
自
身
０
一
望
を
昌
出

し
え
な
い
○
で
あ
る
．

　
国
溥
轍
命
に
お
け
る
鴫
岡
代
表
り
ａ

況
と
表
吠
帖
哭
へ
の
動
揺
ぷ
り
は
、

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
比
し
て
、
つ
ま

り
、
米
申
平
和
共
存
の
可
能
的
路
練
の

存
伍
に
対
し
て
、
新
日
本
帝
国
主
叔
に

と
っ
で
は
極
度
に
困
難
な
、
口
中
平
和

典
俘
路
線
ど
し
で
、
既
望
な
き
、
そ
の

未
釆
に
対
す
る
焦
知
と
動
揺
で
あ
っ
た

ぺ
ー
り
っ
こ
ご
か
、
勝
利
し
北
上
す
る
副

三
次
ア
ノ
ア
弟
・
的
り
度
合
と
テ
ン
ポ
に

は
悒
望
的
に
か
れ
で
お
り
、
か
つ
・
、
こ

れ
に
政
治
削
減
術
朗
に
男
叫
さ
れ
る
労

働
者
国
家
甲
国
・
北
部
朝
鮮
は
そ
の
攻

唯
ｏ
御
先
を
「
日
本
ボ
リ
λ
」
に
向

け
明
々
鋭
く
し
．
ム
る
．

　
鳶
口
ぷ
勁
国
石
衣
は
7
2
腸
を
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
し
．
利
栄
ア
ジ
ア
唇
曇
ぶ

に
一
４
．
苅
．
箱
闘
を
ぺ
Ｉ
習
託
逗
ｙ
的
に

続
ａ
竹
ん
子
心
新
目
今
ぶ
．
圭
ｙ

は
、
ま
ぺ
朝
鮮
午
島
守
ぶ
、
朴
ボ

ぶ
映
誠
政
燃
ツ
ー
厄
向
轍
持
の
あ
、
当

・
明
7
1
年
朴
二
一
に
向
け
で
￥
こ
経
．
済

だ
か
、
沖
縄
島
○
日
帝
に
よ
る
「
奪

還
」
は
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
蓄
債

ご
れ
つ
づ
け
て
き
た
卸
絢
人
民
の
巨
大

な
に
軍
扇
植
民
地
Ｉ
争
を
根
こ
そ
ぎ
解

体
し
、
か
つ
、
新
日
本
帝
国
主
義
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
珊
寿
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず

こ
の
こ
と
○
十
全
な
完
遂
な
と
、
ほ
と

ん
ど
、
垢
堅
的
で
あ
吃
そ
し
。
ヽ
」
更
に

で
さ
よ
う
・
槌

　
一
九
一
〇
否
こ
韓
」
併
合
、
一
丸

三
年
よ
り
問
始
ざ
れ
る
中
国
大
陸
へ

の
軍
小
的
略
奪
的
侵
略
⊇
。
一
元
作
戦
と

回
目
本
所
国
主
戦
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る

歴
史
的
負
・
拓
は
余
り
に
も
膨
大
で
あ
り

か
つ
・
ぼ
い
。
極
両
労
農
人
民
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
。
ナ
ル
な
迎
撃
は
現
を
、
力
強

く
開
始
さ
れ
で
い
そ

　
装
い
を
新
た
に
登
勣
せ
ん
よ
ふ
新

日
収
帝
国
士
我
に
と
っ
て
、
こ
の
喝
。
一

次
ア
ジ
ア
華
商
、
な
か
ん
り
く
そ
れ
に

口
リ
？
り
Ｉ
０
禰
の
ふ
。
’
回
生
を
発
Ｑ
し

仝
呂
休
せ
ん
ど
す
る
申
、
朝
人
民
の

一一-･
［

い

ア　あ

決
善
言
秘
数
指
む
恚
い
う
瞑
潤
回

Ｊ
ふ
兪
ぷ
ｓ
は
、
帝
国
主
．
や
．
戸
れ

に
飢
６
を
叩
ぺ
そ
の
転
吻
を
企
図
す

ふ
ア
ジ
ア
植
民
仙
人
桟
の
国
際
的
な

・
明
7
1
年
朴
二
一
に
向
け
で
￥
こ
経
。
庖
関
係
に
お
ソ
迦
転
、
と
し
ぷ
谷
凶

消
扱
印
綬
眉

;
;
W
y
;
;

1
2
把
握
廿
一
ら
る
べ
き
墨
守
は
あ
ろ

に
優
芯
一
大
紋
円
に
。
成
そ
う
申
い
。
フ
リ
。

全て青年の野望は、

に挑戦する。
青年の「やる気」は

全ての可摺1性への道:

に続く。

もしあなたｶ’ヾこれか

ら「f可をやるか」と

問われたら………。

国土の’未利用資源開発とい引面

値ある仕事と、大型不動産セー

ルスマンの生きがいを掌中に納

めませんか。

新しい都市づくりの創造に、全

てをかける我社に若き情熱と勇

気を風威の中で発揮して下さい。

我社では、あなたを企業の推進

力として暖く迎えます。

営業

56､000円

昇給年１回、賞与年2.回

折栄開発(株)新宿本社

総務部人事課飯塚

新宿区柏木1－3－14

Tel.大代表(３６９)１ ２ １ １

●職　　種

●初任給

●昇給賞与
●連絡先

僊新栄開発株式会社
「り

, ･ ･ １

両
。
。
況
ア
ジ
乙
ぶ
・
り
。
閲
に
、
米
・
日
帝
と
も
ど
も
優
退
を
余
殲
な
く
さ
れ
て

い
る
ｏ
で
あ
り
・
、
財
界
気
配
体
制
か
、
あ
の
・
。
極
東
０
一
画
か
ら
音
を
な
し
で
Ｍ

れ
ゆ
く
姿
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
偉
大
な
米
帝
国
主
義
の
限
界
い
一
一

み
る
た
め
・
、
本
紙
は
中
国
代
表
権
問
咀
を
「
中
ぶ
代
表
権
間
居
と
新
日
本
帝
国

に
義
」
と
い
う
形
で
、
米
所
・
日
帝
・
申
図
・
‐
こ
い
つ
極
唄
厨
勁
を
中
心
に
今

回
ｏ
申
国
問
碗
を
爪
‐
り
あ
げ
て
み
べ
（
編
集
局
企
一
部
）

ｉ
－
ｉ
－
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
－
－

Ｔ
Ｉ
‘
ア
ジ
ア
極
東
戦
略
と
中
国

八
八
フ
ャ
ー
フ
．
五
目
フ
・
－
じ
杓
沢
‰
ス
・
じ
・
’
士
に
こ
る
．
や
ッ
な

一
‐
‥
、
吋
西
八
八
り
二
に
ボ
ソ
白
ふ
．
だ
と
．
ご
・
に
な
い
で
あ
ろ
う
」

ゲ
ー
昌
‥
ろ
Ｍ
襲
し
ジ
ツ
ぃ
ヅ
ヅ
ー
・
に
べ
で
い
る
こ
と
に
も
明
白
な
妁
‐
‐

ペ
ノ
リ
、
固
珀
引
戸
、
そ
ぃ
‥
‥
り
く
、
ア
メ
リ
カ
帝
申
λ
ツ
ジ
ア
芦

‐
ぶ
、
Ｊ
ツ
ん
に
言
回
刈
眼
戦
略
に
・
乙
・
八
台
肉
池
碍
は
兜

に
。
ぺ
Ｉ
づ
Λ
‘
‐
ぶ
ス
」
ご
泊
州
ノ
妬
く
よ
で
ち
そ
の
枠
外
宍
必
。
で
あ
っ
た
・

…
…
七
・
作
。
’
・
。
、
｀
ａ
ｌ
’
、
１
：
１
万
一
ノ
ー
づ
じ
心
旭
だ
が
、
ら
ふ
こ
ア
メ
リ
カ
。

本
土
に
た
い
す
る
い
っ
さ
い
○
空
・
洵
一
供
与
を
ば
や
め
る
こ
と
、
お
よ
ひ
そ
れ

印
戦
行
剔
を
停
止
す
る
よ
う
・
貿
祷
す
る
ら
○
軍
隊
と
０
匝
硲
の
緊
密
陀
を
は
か

ち
つ
で
あ
号
７
七
畝
隊
は
そ
れ
が

剔

る
た
め
ボ
ぷ
ぷ
団
ぷ
“
甦
す
る
こ
と

施
さ
れ
る
よ
う
・
保
瀧
す
る
で
あ
ろ
う
」
気
胞
令
し
た
」
の
で
あ
っ
侃
五
〇
年

か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
第
冊
六
月
二
七
日
の
ト
ル
ー
マ
ン
声
明
こ
そ

次
け
ゲ
ヘ
戦
代
目
・
？
り
の
財
界
支
配

の
野
ｙ
を
、
西
ヨ
ー
ロ
″
バ
先
進
帝
国

気
義
一
Ｊ
の
再
建
、
統
き
政
策
よ
り
、
噴

き
Ｌ
げ
乙
ア
ジ
ア
植
民
仙
労
農
民
衆
○

民
疾
解
放
嗣
争
り
鎮
圧
一
体
に
そ
の
焦

自
性
を
移
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
旧
日

４
毫
国
駝
義
幻
友
淑
亜
銭
栄
涸
構
想
か

ド
ス
囁
い
血
吃
り
を
あ
げ
つ
つ
崩
れ
落

ｙ
…
．
ツ
・
Ａ
」
．

「
．
’
．
ペ
マ
」
、
‐
で
ｙ
ご
と
り
・
剔
八
だ
時
、
抗
日
闘
争
を
植
松
と
し
強
一

芥
じ
め
．
い
か
い
わ
ゆ
Ｊ
「
司
郎
以
な
る
人
民
り
武
辰
せ
る
根
拠
地
を
背
後

ご
＝
朝
鮮
人
浅
口
屁
武
沁
恥
辰
闘
一
辿
に
し
た
革
向
中
国
を
老
婦
カ
と
す
る

争
り
９
発
．
戻
り
回
肋
．
．
．
八
宍
に
．
ア
’
£
・
灰
ア
ジ
ア
革
命
戦
争
は
急
ア
ジ
ア

メ
リ
回
？
勺
川
口
ト
ル
ル
ン
谷
嘱
巻
し
勺
ト
ル
ー
マ
ン
は
か
か
る

ヅ
言
出
‐
づ
ス
に
目
い
川
じ
以
ド
ツ
ア
ジ
ア
Ｍ
・
勢
の
・
急
ａ
回
に
対
処
す
べ
く

叫
辿
述
べ
≒
　
　
　
　
　

一

「
合
衆
出
向
ふ
宙
に
た
い
し
、
弊
国

　
こ
い
バ
ー
ス
居
ふ
に
石
い
で
、
共
‐
‐
‐
回
螢
に
授
呼
≒
支
持
を
与
え
る
よ
う
・

生
爪
に
小
石
酉
ツ
回
．
一
、
大
半
巾
命
令
し
た
」
の
で
あ
り
、
か
つ
台
岬
町

厄
以
口
元
・
に
た
い
し
て
も
、
ま
た
統
瞎
に
剣
七
艦
隊
を
誠
一
し
た
ｏ
で
あ
っ

｜
ｌ
ｓ
９
'
ｊ
ｌ
‐
ｕ

９

１

１
１
．
'
４
．
Ｚ
'
ｌ
ｇ
'
ｌ

‘
は
、
現
を
ｏ
ア
メ
リ
カ
渚
旧
宅
義
Ｄ
ア

フ
ノ
k
'
y
f

y
t
4
¥
i
Q
M
1
9
S

丁
価
を
な
ｒ
も
力
で
あ
り
吋
中
丿
政
教
を

訟
心
ず
る
帝
国
ｋ
義
の
論
理
で
あ
り
、

・
。
こ
れ
を
ほ
く
延
流
で
あ
心
と
い
え
兄

進
撃
す
る
第
三
次
ア
ジ
ア
革

一 一

7 j

搾

う

ウ

ン

d l

４
に
代
わ
フ
デ
メ
リ
カ
哨
・
国
主
義
と

そ
り
傀
儡
ゴ
ジ
ン
・
ジ
エ
ム
ボ
ｊ
ａ

国
家
か
拘
構
築
さ
れ
る
に
及
ん
で
哨
部

ベ
ト
ナ
ム
人
民
は
全
く
国
主
的
に
山
岳

・
限
村
で
ポ
μ
抵
抗
闘
争
０
道
を
迦
択

で
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
兎
。
男

１
］
ト
ナ
ム
入
民
り
5
0
年
代
後
半
よ
り
6
0
年

一
代
前
肢
の
英
雄
的
闘
争
は
、
回
聯
ジ
ユ

「
が
ご
口
剔
犬
、
剛
西
に
低
抗
Ｆ

Ｆ
Ｗ
ｍ
‐
Ｉ
Ｊ
ｊ
｡
Ｉ
Ｊ
Ｑ
ｚ
Ｊ
ｙ
ｎ
ｉ

る
先
取
り
的
思
想
と
し
。
兄
促
几
な
け
れ
軍
事
埴
地
を
解
体
す
る
反
帝
国
主
義
の

は
な
り
な
い
り
で
は
な
？
っ
う
７
．
そ
立
』
場
に
拠
っ
だ
本
土
に
お
け
る
闘
争
の

し
て
収
土
人
民
か
闘
争
０
視
点
、
原
点
質
を
構
築
す
る
こ
と
か
わ
れ
わ
れ
の
緊

を
Ｑ
い
出
さ
ん
と
す
る
な
ら
ば
一
点
沖
急
の
腰
還
と
し
て
あ
る
○
で
は
な
か
ろ

鴫
抵
抗
運
動
０
歴
史
的
な
沖
縄
人
民
○
う
か
。

心
消
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
沖
瑚
○
芒
史
は
「
抵
抗
の
歴
史
」
で

そ
の
申
か
・
ら
呻
純
一
争
○
肢
望
を
見
い
あ
る
。
支
配
者
、
‘
被
支
配
者
の
異
屋
の

圖
」
Ｊ
こ
ご
が
必
然
で
あ
ろ
う
。
　
下
に
一
史
的
に
形
成
さ
れ
た
沖
繩
人
民

　
ま
た
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
は
の
底
辺
に
隋
れ
る
心
随
を
捉
え
る
中
か

米
治
国
主
義
酉
が
敗
退
の
一
途
を
た
ど
ら
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
闘
争
論
を
構
築
す

る
ベ
ト
ナ
ム
人
民
○
革
命
的
闘
争
か
あ
る
必
要
が
あ
る
。

る
。
こ
ｏ
ペ
ト
ナ
ム
革
命
の
方
向
な
し
　
以
上
○
立
場
に
立
っ
て
本
紙
は
七
二

に
冲
一
の
基
地
撤
太
閤
氾
を
諸
る
こ
と
年
を
目
標
に
沖
縄
闘
争
論
構
築
に
向
け

は
で
き
な
い
。
そ
の
軍
帝
国
主
誉
昌
で
闘
争
の
原
点
祝
言
を
照
史
明
に
捉
え

追
随
西
日
本
帝
国
主
義
者
が
米
帝
と
Ｉ
’
て
行
き
た
い
。

体
と
な
っ
て
極
東
に
お
け
る
反
革
命
軍

．
・
特
一
三
ね
ハ
、
．
ゾ
兄
い
柘
て
パ
ビ
ド
い
・
包
妬
眉
い
軍
隊
に
た
い
し

‐
ツ
y
］
.
1
’
y
:
卜
た
に
回
否
気
Ｒ
･
Ｌ
ｙ

’
‐
‐
Ｊ
’;
ｔ
Ｓ
Ｓ

ｉ
と
な
る
も
○
で
あ

ヅ
ム
ｙ
。
‐
不
尽
―
、
い
い
こ
以
、
Ｊ
に
雪
・
で
私
法
眉
船
隊
に
、
台
湾

　
コ
弧
し
ご
以
引
刈
‐
。
ふ
て
・
、
Ｎ
に
に
。
ぃ
べ
ぶ
泳
を
松
川
し
ご
そ
兄
に
に
い
す
る
い
か
な
る
攻
撃
を
も
阻
止
一
一

ス
ー
。
伐
勺
よ
川
び
回
申
　
り
べ
に
・
に
・
ｊ
・
帽
ら
づ
兄
・
ぐ
蒔
ぐ
よ
ヽ
』
こ
ヅ
ご
た
ご
う
汀
為
口
吻
一

一 一 一 一

ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
対
し
で
も
、
「
ア
メ
リ
こ
改
ア
ジ
ア
消
自
○
中
途
挫
折
を
、
可

カ
軍
を
増
強
し
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
攻
町

に
た
い
す
る
軍
事
援
助
を
促
進
す
る
よ

う
哨
舎
し
た
」
し
、
「
イ
ン
ド
シ
ナ
に

あ
る
フ
ラ
ン
ス
お
よ
ひ
フ
ラ
ン
ス
一
合

ス
〃
．
一
八
・
レ
．
ル
八
　
字
ｔ
・
、
．
プ
．
ぶ
・
・
畠
‐
ペ
ツ
ヅ
フ
ノ
し
こ
、
・
］
伺
に
．
ヅ
中
国
べ
げ
叱
諸
国
ｏ
ボ
隊
に
た
い
す
る
ボ
淮
接
助
り

　
六
紅
い
．
’
八
よ
・
／
に
に
・
心
て
ん
ご
し
．
・
え
昿
に
そ
い
俵
角
り

け
ぐ
「
冲
が
回
片
‐
１
氾
恪
」
「
よ
微
力
な
る
一
翼
こ
し
．
元
首
に
沖
繩
問

法
嗣
叫
フ
こ
ー
・
グ
」
ｙ
ぶ
萌
に
、
ぶ
』
‐
ｔ
．
ふ
同
す
る
た
め
恋
昿
蛍
Ｍ
』
ご
析
た

現
犯
出
べ
曼
昌
・
門
惣
足
づ
μ
陛
め
μ
ｄ
。
Ｑ
次
第
で
心
元

起
し
≒
．
四
万
．
ご
、
ｋ
‥
．
ふ
う
に
即
　
四
・
二
八
冲
哺
デ
ー
な
ど
に
バ
．
心
木

顧
り
．
‐
・
瓢
７
、
に
回
に
で
」
ヅ
笛
・
に
士
天
衆
闘
争
は
、
．
Ｑ
に
沖
祠
人
民
六
垣

僕
に
「
冲
闘
―
そ
‥
照
ぞ
、
言
言
」
応
し
、
卸
紐
人
民
ツ
ｉ
同
な
略
史
と

勺
副
屁
戸
ご
て
弱
Ｒ
哲
試
ら
箆
現
実
に
こ
た
Ｉ
凡
る
こ
と
が
で
き
な
で
め

史
岡
以
…
…
こ
い
ｔ
ｌ
一
・
．
Ｊ
い

‘
・
’
め

１
‐
に
新
ぃ
に
一
に
‥
ご
ろ
う
惚
べ
木
馬
．
既
製
万
端
は
凶

蓼
一
詞
に
こ
暗
り
≒
ヅ
ご
に
政
な
釦
一
挙
に
お
い
で
、
戦
後
そ
○
闘

士
砿
　
　
　
　
　
　
　
争
ス
ロ
ー
ガ
ン
．
じ
た
『
本
土
無
条
陛

　
つ
沢
ぺ
∵
、
匈
・
‥
ヅ
…
…
…
ぃ
竪
ご
も
ど
Ｉ
Ｉ
映
く
風
に
呻
祀
値
新
政

で
今
・
．
玉
川
Ｊ
．
』
、
Ｊ
…
…

１
‐
心
．
ぃ
『
心
い
．
』
．
．
い
一
ぃ
．
ぞ
白
糸
州
ド
に
組
ぺ
込
む
こ
・
に

｀
、

ヽ

≒
回
・
．
．
足
ツ
じ
へ
Ｔ
－
ご
に
よ
ノ
ふ
‥
哺
ｏ
戦
．
昌
４
協
ぶ
心
こ

已
・
言
宍
‐
．
犬
‐
‐
．
Ｔ
、
．
ご
し
で
已
‐
仙
こ
こ
に
冲
知
人
氏
○
一

： １

１ ７
・
；
几
…
…
．
・
・
・
．
一
ｙ
、
M
I

;
7
…
7
.
5
1
&
'
i
j
し
た
ご
け
で
は
こ
く

ゾ
函
一
…
…
…
ゝ
、
．
．
・
、
］
に
一
三
ご
几
宍
土
、
政
吋
目
代
・
冗
に
よ
る
侑
国
士
或

ミ
．
．
ご
・
‐
．
‐
ｊ
ド
ー
ご
回
り
．
慰
問
‐
じ
ご
り
で
白
兄

・
測
…
…
回
帽
ゾ
ー
．
ｊ
］
．
‐
ぃ
』
一
八
、
新
’
Ｔ
塙
諸
『
Ｍ
．
‐
．
に
り
冲
同
一
Ｊ

　
｜
フ
パ
．
．
ド
リ
．
シ
‐
‐
‐
い
す
い
宍
沁
り
は
．
八
り
深
勺
・
あ
そ
そ

ン
‥
シ
ノ
づ
言
づ
ｙ
．

‘
レ
ー
固
べ
ぃ
ぶ
．
哨
り
ヤ
１
Ｍ
・
ｙ
。
Ｅ
め
、
三
仔
で

『
．
‘
．
．
ご
’
ご
．
．
げ
よ
ー
・
・
、
こ
Ｉ
‘
　
ノ
ゼ
Ｅ
ご
こ
、
万
‐
『
ぶ
‥
宍
．
之
淫
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
一
　
ｔ
　
一
－
ｌ
　
　
ｊ
ｌ
♂
　
一
ｘ
ｌ
■
－

．
・
　
大
言
;
l
.
.
.
.
.
.
!
1
:
'
!
.
:
7
…
;
l
;
　
　
休
ぺ
、
そ
う
し
ー
汀
図
こ
分
裂
０
屹
後

　
　
　
．
．
へ

・
‥

｀

Ｔ
　

ｙ

∴
．
ヅ
≒
パ
申
ｖ
・
い
は
、
一
い
抑
如
人
民

で
　
　
レ
ク
…
…
・
－
に
　
’
．
．
ド
．
”
．
．
つ
、
．
．
、
に
’
．
一
．
い
ぃ
‘
ら
り

．
‐
、
・
≒
．
．
．
・
ス
φ
り
。
ｊ
可
否
北
四
記
昌

　
‐
：
　
Ｉ
ズ
『
レ
几
、
詣
ご
に
、
≒
１
・
ぃ
・
．
リ
７
‘

　
．
‐
　
ヅ
’
・
　
ら
Ｉ
∵
こ
に
‥
ミ
ペ
な
心

』
ｊ
Ｊ
　
’
Ｉ
－
一
″
『

　
　
　
　
　
　
‘
　
．
こ
・
ｔ
ａ
り
ｆ
呉
ｋ
－
－
』
］

－
Ｉ
Ｊ
ｊ
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｊ
－
　
　
　
－
Ｓ
　
吋
″
ｉ
、

機
的
状
況
心
闇
隙
を
ね
っ
て
政
府
、
自

民
党
は
、
μ
祇
冲
絹
人
民
が
熾
烈
な
闘

争
り
中
？
り
博
ら
収
っ
て
き
た
木
土
り

社
命
制
度
よ
り
も
悲
ん
に
民
主
的
権
利

つ
ま
り
、
教
育
人
事
に
み
る
迦
挙
制
を

任
命
制
へ
移
げ
す
る
こ
と
晟
一
り
冲

絹
人
民
を
無
視
し
強
権
的
に
一
方
的
に

決
応
し
た
．
そ
う
し
た
帝
国
主
蜻
者
り

　
「
上
か
ら
○
氏
族
哨
統
合
」
策
動
を
匯

骨
に
押
し
進
め
て
い
兌

　
そ
う
し
た
帝
国
主
磯
者
り
・
沖
媚
統
合

に
杭
か
ヽ
こ
玉
人
民
ま
た
、
沖
一
人
氏

０
闘
夕
０
視
点
、
原
点
こ
は
Ｉ
休
阿
で

高
ろ
ぅ
司
国
政
参
加
泡
挙
に
み
．
心

　
「
国
弓
丿
粉
砕
に
ハ
闘
会
議
」
を
中
心

と
し
た
「
拒
否
」
○
思
想
と
は
何
で
あ

う
っ
弓
ま
さ
に
「
国
政
参
加
漣
肪
投

票
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
に
み
る
「
．
拒
．
沿
」

C
g
R
I

F
S
2

p
2
i
F
J
し

て
印
相
人
民
０
申
に
台
頭
し
て
き
て

い
ｙ

Ｅ
Ｍ
Ｚ
Ｒ
１
４
@
Ｒ
Ｊ
ｊ
ｙ

　
「
七
二
心
尨
」
を
帝
国
宅
４
一
り

欽
一
昭
抑
絹
航
海
で
あ
る
と
単
に
．

　
「
お
・
Ｉ
ど
」
を
叫
ふ
り
な
庖
そ
れ
は

よ
に
こ
ぺ
閤
引
守
莉
し
的
ｙ
．
冶
で

し
か
ｔ
Ｌ
ｇ

Ｆ
２
ｊ
ｊ
４
９
１
Ｍ
！

伺
Ｊ
い
っ
た
Ｗ
付
け
が
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
回
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
支
配
者

に
抗
い
ぅ
り
涼
測
な
同
印
じ
て
一
戸

‐
４
・
ぶ
碩
．
乙
べ
ら
．
は
必
然
的
に
こ
り

謐酋おくれの圈装をする

ことに抵抗を感じるか

就職して,マス・プロの一

枚の歯車で満足できるか

＠

ｎ勁●売瞳色rlポ９ト○－!1￥すか

それ・.kのものをと考えています

ウｆル１・ダイズニー

を如っているか

人の考えないことを考え

やってみたいと思うか

学校ではiﾓ当に評団され

なかったが

Fr』分ｱリ能は……！ｊ

とごλるか

ゲーム機械で遊んだ

ことがあるか

きみに適した企業それは

自動娯楽阪械の製造販売　遊園地施設の企画建

設並びに経営をしている会社です　多くの可能

性をもつ若い企業です

資本金4000万円従震旦290名（本社90名）社歴15年

詳しくは就職課よたは、直接下記にご連絡下

さい　資料をお送りします

　　　　　器巾豺製作所

■本社東京都大田区多摩川2－2－13　亨話(7s9)2311(大ft表)総務課真鍋ま1｀

　「遊び」の中にも仕事の

科.を見出すことがてきる

と思うか

マ

｢ロボット.」という言葉に

興味をもつか

　　この広告を

一度読んで見よう

　　と思うか？
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昭和４５年（1970年）１１月２９日　　ｔ４Ｓ新　　聞

―

トロッキー）魂の人（ﾚｵﾝ

生

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▲

　
Ｄ
・
ゲ
ク
ノ
ベ
．
へ
敗
囲
ぶ
ぺ
人

民
Ｓ
１
２
２
ａ
１
１
…
４
'
ｙ

‐

Ｉ
Ｓ

『
洲
l
z

‘
…
…
‥
へ
’
、
ｙ
・
。
ｔ
ヽ
．
‐
い
・
ご
れ
ご
．
バ
仁
？
Ｔ
月
Ｉ
政
｀
む
’
陥
没
秀
な
マ
ル
ク
ス
主
義
酒
に
よ
っ

　
ｙ
し
士
７
回
に
人
に
・
・
ｊ
じ
ぴ
じ
い
ご
除
り
ｙ
］
ぷ
Ｔ
一
月
！
党
ご
十
分
に
町
付
け
ざ
れ
て
い
る
し
、
ス

　
八
八
一
に
胞
ヅ
バ
ベ
一
祁
示
む
ご
1

‐
1
除
り
ツ
三
八
・
大
月
に
ア
ル
マ
メ
ー
リ
ン
を
指
導
部
か
ら
隔
離
せ
よ
と

よ
り
・
‘
・
ら
べ
い
、
ぶ
…
…
…
‥
－
ａ
べ
『
心
ゝ
漣
．
゛
”
？
へ
心
放
．
ヽ
．
そ
れ
以
浸
ョ
ー
ｕ
″
い
う
レ
ー
ニ
ン
○
遺
書
の
所
在
（
長
年

・
に
目
じ
い
堅
印
づ
函
リ
ふ
で
あ
ろ
う
バ
各
釦
へ
已
向
を
弛
制
ざ
れ
る
Ｉ
カ
ト
占
疋
さ
れ
て
い
た
）
も
鰻
近
ソ
連
マ
ル

’
宍
は
回
り
に
附
び
．
で
僥
る
し
、
ま
し
ロ
ヴ
キ
ー
は
吊
砧
ロ
シ
ア
の
転
一
を
企
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
に
よ
っ

‐
″
！
Ｉ
Ｉ
ノ
ー
ー
．
ｔ
－
‘
／
￥
一
ｌ
ｃ
ｒ
ｒ
ｒ
‐
イ
ｊ
ｔ

．
ち
り
ぞ
緊
暗
に
‥
削
一
昭
さ
せ
て
お
り
、
ソ

　
ト
ロ
よ
’
‐
一
白
宍
に
、
単
泊
Ｊ
で
Ｉ
．
だ
で
る
汐
ら
リ
石
・
殺
人
戈
・
悪
誠
で
に
も
哨
ら
か
に
さ
れ
た
ー
か
、
そ
れ

に
界
…
・
萌
ぷ
万
波
ｏ
内
的
実
存
そ
？
あ
る
ご
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
ボ
の
血
の
痢
寿
政
む
哨
肘
述
の
狭
閣
に
表
わ
れ
て
在

向
い
叙
Ｄ
．
べ
岑
回
薯
巾
、
l
y
9

1
J
H
ト
‐
４
９
ｙ
ｇ

Ｆ
遡
椙
共
産

一
閲
が
改
行
き
れ
、
各
国
の
ト
ロ
ッ
キ
ス
し
ぺ
あ
る
た
め
・
り
い
を
以
っ
て
膏
か
れ

‐‐
ト
虚
は
殺
り
く
の
晦
に
哨
λ
て
い
ご
こ
捜
話
く
ら
い
革
命
家
ト
ロ
ッ
キ
ー
の

暉
才
・
放
つ
￥
昌
秘
ロ
ッ
キ
ー
ベ
汀
お
史
」
に
回
だ
汲
回
匯
切
り
が
た
．
U
I
I
I
っ
し
こ
堕
史
哨
患
大
そ
り
も
○
・
比
類
な
い
侵
し
さ
を
．
雫
も
の
は
な

７
こ
写
’
ン
ぐ
？
コ
」
ド
フ
に
凋
・
７
７
シ
ス
ト
ツ
屯
き
占
‐
し
て
い
み
圈
ぶ
公
然
・
．
一
俗
曲
し
偽
替
す
る
ス
タ
ー
ー
リ
レ
．

才
る
ぺ
Ｌ
ン
を
書
き
、
最
曳
り
・
別
れ
の

時
裔
に
向
っ
て
別
れ
の
Ｊ
渠
を
つ
ぷ
や

い
た
人
間
と
し
て
ｏ
ト
ロ
ぶ
Ｉ
が
存

在
X
E
p
4
9
%
％
'
r
y

r
1
1

を
出
し
で
い
る
こ
Ｉ
で
あ
り
『
ソ
．
ン
．
字
況
へ
り
ト
ロ
．
キ
ー
の
し
ば
し
怒
一

人
の
ト
ｕ
″
キ
ー
は
実
際
に
い
た
」
と
．
ろ
う
’
一
ヌ
産
Ｆ
義
り
系
網
』
　
一
し
か
し
こ
り
一
は
ス
タ
ー
リ
ン
試
の

ま
で
書
く
の
だ
が
、
こ
ツ
ー
茉
は
ど
革
と
い
わ
れ
る
ス
キ
″
ン
ダ
ラ
ス
な
改
良
物
理
的
弾
圧
に
よ
、
て
ト
ー
キ
ー
○

商
家
ト
ロ
プ
キ
ム
魅
力
を
遊
説
旧
に

Ｉ
的
菖
ぷ
い
っ
さ
い
抜
ひ
れ
か
つ
そ
竺
対
称
と
し
た
各
国
り
然
ｌ
壁
応
手

鳶
し
て
゛
る
泣
は
無
い
よ
う
に
ぷ
に
ほ
乞
ト
乙
キ
占
身
心
ベ
ン
で
一
に
は
Ｍ
か
ず
、
こ
の
礎
を
砥
ん
だ
ス
タ

一
泡
の
国
民
の
中
で
も
、
今
で
は
ト
ロ
フ
り
に
火
４
吹
く
Ｍ
証
（
多
く
の
政
治
的

・
キ
ー
ｏ
私
を
単
に
悪
魔
○
代
呂
詞
と
し
・
西
ご
の
Ｉ
つ
と
し
て
『
わ
か
生
邨
』

一
て
し
か
知
ら
な
い
人
々
�
方
が
多
い
だ
一
は
Ｉ
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
ろ
う
’
一
’
『
共
産
駝
義
０
系
網
』
　
一
し
か
し
こ
り
一
は
ス
タ
ー
リ
ン
試
の

崩
の
ご
と
く
襲
う
反
動
の
嵐
り
夜
発
叫
」
一
の
若
酋
へ
幻
判
然
と
せ
ぬ
疑
惑
は
よ
・
で
あ
っ
た
。

界
で
た
だ
一
人
λ
永
久
革
命
ｖ
の
剣
剔
り
拡
大
さ
れ
て
あ
る
だ
ろ
う
ぺ

七

逆
に
皮
肉
に
も
ス
タ
ー
リ
ン
眠
の
弾

表
現
し
て
い
る
．
Ｊ
采
は
無
い
よ
う
に
兄
―
役
員
ｙ
ロ
″
キ
ー
目
身
り
ベ
ン
こ
に
は
Ｊ
ｍ
か
ず
、
こ
の
礎
を
砥
ん
だ
ス
タ
ー
　
一
八
七
九
４
０
申
月
ポ
励
と
同
じ
日

わ
れ
る
。
図
￥
代
ョ
ー
ロ
″
バ
の
見
溢
か
れ
た
自
伝
で
あ
る
か
ら
し
て
、
Ｍ
マ
リ
ニ
ス
ト
り
激
怒
を
Ｉ
発
し
た
だ
け
ご
’
・
Ｔ
月
ニ
パ
ロ
に
南
ロ
シ
ア
句
イ
ワ

徊
乃
ご
と
く
崇
う
反
勁
乃
砥
丿
喫
発
叫
Ｌ
一
な
河
へ
幻
籾
防
と
ぜ
ぬ
腿
感
は
よ
Ｉ
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
’
ノ
ッ
カ
村
と
い
う
片
円
舎
で
ｋ
嚇
主
り

か
ざ
し
．
狂
気
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
マ
ル
ク

ス
Ｅ
４
の
ス
タ
ー
リ
ン
円
ぶ
曲
と
そ
り

官
僚
的
堕
落
に
杭
し
激
越
な
戦
闘
を
肢

開
し
、
現
前
り
幾
抄
の
絶
望
旧
債
況
０
・

申
に
を
？
兄
も
ｈ
天
な
堕
史
的
屍
堅
‐

ｌ
ｙ
ｉ
涵
回
陥
ぷ
保
持
し
Ｑ
い
ま

= r ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

か
ら
こ
れ
は
論
１
ぞ
あ
る
ご
（
六

既
ず
ご
い
い
切
づ
で
い
る
ほ
ど
ー
一

石
は
あ
ら
ゆ
る
先
入
観
を
払
拭
し
以
む

以
外
に
は
あ
る
ま
い
。

　
一
紀
二
回
年
い
レ
ー
ニ
ン
り
死
を
契

吸
に
。
ド
ａ
ｙ
キ
ー
・
『
に
こ
い
尹
る
憎
悪

圧
か
ら
日
出
な
プ
ル
一
こ
ア
哨
一
に
広

子
」
じ
て
缶
ま
れ
た
ト
ロ
。
キ
ｌ
ｕ
衣

良
腫
に
は
小
白
山
り
な
い
少
年
時
代
を

昌
に
読
ま
れ
文
字
的
性
硲
に
戟
咲
を
渠
忌
。
た
が
マ
ヱ
０
恵
み
や
愛
ぷ
に
も

め
た
り
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
哨
Ｍ
剱
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
貧

に
徴
Ｊ
じ
こ
共
産
虻
嶺
４
卜
口
。
キ
ー

の
メ
。
セ
ー
ジ
は
。
咄
く
は
ず
ぺ
賊
い
い

　
　
♂
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I
一
Ｃ
『
Ｚ
　
Ｉ
″
ｌ
　
ｊ
ｙ
ｌ
－
』
Ｍ
Ｉ
．
ｉ
ａ

い
こ
ぶ
刄
ト
ロ
″
そ
！
―
を
形
成
し
に
一
と
陵
を
脚
力
か
ら
哨
ざ
け
で
お
こ
ヽ
？
そ
○
も
り
を
冲
￥
乙
ス
タ
ー
リ
ン
汐

ち
い
ニ
そ
、
入
り
爪
り
吋
回
う
悦
‐
・
こ
っ
Ｎ
息
だ
け
帛
」
Ｍ
礎
に
し
こ
‘

ご
八
茫
子
ヘ
ツ
宗
に
戈
凡
ら
れ
一
八
レ
ー
・
回
心
辨
・
佼
ｊ
７
と
ス
ー

た
噸
黙
回
匹
ヅ
入
四
ト
ロ
．
キ
ー
で
．
タ
ー
・
リ
ン
・
カ
メ
ー
ネ
フ
・
ジ
ノ
ヴ
ィ

お
ー
た
リ
…
…
い
‘
り
．
．
レ
ー
、
’
、
バ
か
．
エ
ス
ベ
．
ツ
沁
に
ぶ
る
氾
洛
し
か
哨

新
し
い
女
性
解
放
運
動
へ

ウ
ー
マ
ン
・
リ
ヴ

　
女
か
ら
の
ア
ノ
ヒ
ー
ル

㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ . ' ･ - ● - ' －

　
Ｔ
Ｉ
Ｌ
一
一
一
Ｉ
Ｊ
－
１
１
９
Ｊ
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ

．
・
Ｃ
靭
牙
ず
励
い
て
い
な
り
れ
ぱ
な
ら
な

宍

呂

り

で
あ
。
几
八
了
う
に
奎
史
的
Ｊ
μ
、
‐
７
ご
穴
し
？
竺
べ
の
子
を
持
っ
た

へ
い
反
よ
．
に
．
八
７
紅
だ
蛙
ｈ
Ｄ
故

に
、
こ
り
Ｊ
は
大
部
分
ｙ
政
冶
�
な
へ
・
．

両
親
は
幼
な
い
ｙ
ｄ
″
キ
ー
を
十
分
に

７
よ
う
琴
ほ
い
。
菖
乞
た
シ
一
晏
輩
言
っ
て
や
ら
イ
只
を
″
一
８
１
だ
″
、
。
忿
の
墓
延

Ｉ
ペ
リ
ア
の
大
自
然
と
一
い
な
が
ら
必
死
一
い
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
著
作
を
一
生
懸
命
理
一
物
政
治
主
義
者
か
ら
語
ら
れ
9
｝
J
&
J

に
働
き
統
け
た
父
と
ほ
に
Ｓ
い
賞
牌
と
‐
‐
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
み
て
『
私
一
激
し
く
拒
否
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
自

侵
し
さ
を
以
ぞ
沓
い
て
い
る
。
－
気
胸
を
打
た
れ
た
も
り
で
あ
る
。
』
庄
分
一
個
の
悲
掌
そ
の
感
性
の
深
慄
に

『
父
と
４
は
一
生
働
き
酒
で
と
お
し
だ
筒
単
に
一
召
い
お
く
だ
け
’
な
の
だ
沢
そ

人
だ
っ
た
。
夫
婦
喧
嘩
も
し
な
い
わ
け
ご
た
は
個
人
的
な
麦
倚
に
関
す
る
側
面

で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
二
人
の
一
に
於
い
て
は
長
広
舌
を
用
い
る
事
を
一

仲
は
実
に
む
つ
ま
じ
か
っ
た
Ｑ
私
の
母
・
う
、
麦
を
他
者
か
ら
、
一
離
し
伺
人
的
領

は
町
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
家
の
出
で
そ
‐
‐
城
で
の
み
培
養
し
よ
う
と
す
る
ト
ロ
。

う
い
う
家
は
普
通
ひ
ひ
だ
ら
け
な
手
を
Ｉ
キ
ー
の
性
格
に
僕
は
た
ま
・
り
な
く
入
間

し
た
農
夫
な
ど
見
く
だ
し
て
い
た
も
の
函
な
も
○
を
裕
ず
る
。

な
の
で
あ
る
。
県
庁
所
在
池
か
ら
大
旱
一
『
父
の
よ
う
な
大
地
主
に
と
っ
て
、

E
農
村
に
き
た
芯
い
女
性
は
、
農
業
一
赤
軍
は
危
険
な
存
在
だ
っ
た
。
赤
軍
の

｜
に
と
け
こ
ん
だ
』
（
4
9
固
）
当
時
の
風

習
に
反
し
て
製
夫
と
結
婚
し
辰
柔
の
苫

呪
に
耐
・
凡
抜
く
小
プ
ル
出
身
の
母
を
め

っ
て
い
る
か
｀
と
り
わ
け
ト
ロ
ソ
考
－

力
も
私
り
父
だ
と
い
う
こ
と
で
彼
を
目

の
か
た
き
に
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
琳
か
南

部
を
知
艇
す
る
と
父
も
モ
ス
ク
ワ
ヘ
く

る
こ
と
か
で
き
べ
も
ら
ろ
ん
十
月
弟

一
に
ｋ
し
て
製
夫
と
結
婚
し
辰
柔
の
苫
一
命
は
父
か
Ｉ
生
か
か
っ
て
手
に
入
れ
た

呪
に
耐
・
凡
抜
く
小
プ
ル
出
身
の
母
を

九
も
り
を
蚕
部
と
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
』

っ
て
い
る
か
｀
と
り
わ
け
ト
ロ
ソ
考
－
フ
ー
ト
ロ
ッ
キ
ー
か
深
く
愛
し
な
父
り

は
父
を
深
く
愛
し
で
い
た
よ
う
べ
ひ
ご
生
か
か
っ
て
り
た
も
り
冷
で
旁
と
り

ひ
だ
ら
け
り
手
を
し
た
政
夫
か
ら
耐
を
Ｉ
上
げ
た
も
り
は
十
月
革
命
で
あ
っ
勺

条
○
中
で
必
死
に
生
き
仮
い
た
父
を
詰

る
時
、
限
り
な
い
愛
と
い
た
わ
り
か
ロ

圈
か
ら
に
じ
み
で
て
く
る
り
で
あ
る
。

ひ
だ
ら
け
り
手
を
し
た
政
夫
か
ら
耐
を
Ｉ
上
げ
た
も
り
は
十
月
革
命
で
あ
っ
勺

起
し
一
一
財
産
を
’
勺
だ
、
過
酷
な
農

一

そ
の
最
高
指
・
町
名
か
ト
ロ
ッ
キ
ー
だ
。

条
○
中
で
必
死
に
生
き
仮
い
た
父
を
詰
一
だ
。
し
か
も
、
そ
の
父
り
妃
の
時
ト
ロ

自
制
カ
と
一
転
ふ
刀
に
Ｍ
ん
で
い
三
で
無
慈
悲
な
歴
史
の
硲
命
で
あ
ろ
う
。

父
か
ト
ロ
ぷ
１
り
鰻
伺
・
り
投
獄
○
が
…
…
改
は
い
・
ス
フ
る
程
変
り
「
巡

り
。
圓
公
に
来
た
時
に
物
も
い
べ
凩
卜
。
一
句
！
が
な
か
っ
た
な
・
り
お
よ
そ
革
命

ロ
ソ
キ
ー
が
阿
を
さ
い
て
も
色
を
火
な

了
子
フ
φ
れ
汗
几
べ
そ
う
い
ご
っ
た
き
を
ひ
く
ひ
く
鮎
か
す
だ
け
い
父

だ
哨
境
が
内
μ
匝
。
‐
４
肖
恐
司
」
貨
に
早
一
り
顔
を
『
一
生
忘
れ
る
Ｊ
は
で
さ
な
い

の
で
ふ
め
ら
・
れ
で
お
り
、
そ
い
ト
ロ
．
・
・
昏
ら
親
し
ミ
」
ｇ
ぶ
．
‐
な
っ
た
Ｊ
だ
Ｉ

キ
ー
り
反
濯
回
比
誦
剌
丿
今
付
・
ｊ
沁
う
っ
べ
卜
口
ご
ぞ
１
は
両
親
を
４
め
’

だ
る
う
＾
一
と
述
ぺ
、
一
生
胎
き
づ
め
で

ズ
ｙ
を
学
ぶ
一
会
す
ら
毎
ら
れ
な
ぞ
。
。

Ｅ
１
‐
ド
参
政
権
回
ｊ
…
…
わ
．
一
ｆ
に
‘
次
に
ぃ
・
・
・
ｌ
ｙ
吼
き
り
き
さ
・
み
座
公
」
な
と
で
Ｊ
．
る
、
こ
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ｌ
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こ
．
ｙ
・
こ
Ｉ
・
・
、
！
一
一
’
一
．
こ
Ｉ
・
ｚ
．
一
一
一
一
一
一
一
’

に
む
こ
ｔ
・
ｙ
”
’
ぷ
４
聡
一
一
丿
　
　
Ｉ
Ｊ
Ｊ
″
一
一
　
　
一

こ
…
…
…
・
ハ
’
・
’
Ｅ
－
‐

．
ご
Ｉ
　
一
．
そ
‐
‐
　
Ｉ
．
・
・

・
・
・
．
１
．
・
・
ブ
ド
言
・
．
・
ご
・
．
ｊ
万
．

　
一
　
４
一
．
・
’
．
‐
‐
．
’
・
　
一
一

　
Ｆ
女
礼
・
・
．
ご
に
…
…
］
『
　

く
で
…
…
…
・
・
…
…

　
脊
媛
に
．
・
．
∵
・
．
て
こ
．
万
・
７
・
．
・
・
．
．
ぶ
　
・
・
　
ご
‘
’
ｓ
Ｆ
一

一
．
．
ブ
’
・
・
≒
で
玉
　
こ
五
・
・
口
辺
・
≒
・
ｊ
Ｅ
・
・
で
’
・
こ
・
．
．
・
玉
ご
．
・
ミ
ー
こ

1
.
!
i
l
N
h
:
‐
.
‐
.
'
.
!
.
!
1
ニ
う
’
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
．
・

｜
’
ｌ
ｉ
ｌ
｡
‐
．
一
一
乙
．
．
趾
ご
・
・
フ
．
．
．
一
て

’
一
・
曇
・
　
．
”
『
心
・
「
－
・
’
Ｉ

一
　
　
　
一
一
　
一
一
一
　
一

・
・
［
・
　
．
　
　
一
　
　
］

う
・
フ

‘ ’
・
．
’
祠
．
．
』
．
．
フ
り
・
ｌ
ｙ
．
で
．
．
・

’
・
．

」
’
・
一
・
・
プ
ー
‐
‐
’
・

一
　
　
　
　
一
　
一
　
　
一

一
　
゛
’
ｆ
一
一
　
一
　
　
一

一
　
一
　
　
一
　
Ｌ

・
．
　
’
．
・
’
一
　
一
．
1
‐
1

・
一
一
　
．
一
　
・
．

・
ヨ
ー
　
一
一

―
九
・
‐
‘
．
で
’
ご
乙
．
・
．
’
こ
’
１
；
７

・
　
ぃ
ツ
ー
沢
・
‐
‐
礼
已
し
ご

　
ソ
ー
フ
・
包
．
ｙ
・
回
胞
首
ワ
ペ
三

・
；
ｘ
’
り
．
に
員
．
、
．
一
．
？
．
・
．
言

　
－

午
／
ニ
・
・
≒
欽
ぃ
不
乙

れ
ら
リ
Ｍ
体
り
数
は
、
ニ
．
ド
ヨ
ー
ク

Ｓ
以
ペ
サ
ン
フ
ラ
ン
ン
ス
コ
祁
以
上

シ
カ
．
コ
ベ
ポ
ス
ト
ン
や
昌
わ
れ
で

い
号
こ
れ
ら
乃
グ
指
・
－
プ
り
一
ぶ
は

シ
カ
ゴ
に
お
い
て
巡
蒔
『
万
首
解
放
喊

’
Ｗ
』
を
妬
成
し
た
・
こ
い
う
．
．

　
圭
・
ｗ
り
共
通
点
に
み
ら
れ
心
○
・
は
、

現
在
．
Ｊ
結
婚
制
芦
‥
否
四
万
、
祠
婚

を
ｙ
駒
ｇ
た
が
・
涙
ふ
聚
四
谷
戸
ご
石
『
っ
痢

糾
７
‐
つ
盾
れ
』
り
れ
る
少
に
’
ど
・
げ
わ

ぱ
、
’
け
な
い
と
い
う
こ
．
ご
、
な
蛙
い

身
匹
丿
咬
久
ｄ
身
、
い
も
り
．
．
池
る
守
ら

咆
割
丿
吋
反
丿
良
心
だ
げ
．
Ｊ
・
凹
司
こ

け
れ
ざ
万
一
．
久
こ
い
・
フ
マ
そ
れ
？

フ
ス
．
’
・
ぶ
心
／
ｊ
で
．
同
浬
］
・
渦
・
、

賢
兄
ド
れ
’
．
ご
ご
プ
ヽ
・
・
．
八
万
・
．

こ
・
総
丿
良
司

‐
‐
勺
し
か
も
、
そ
の
父
り
妃
の
時
ト
ロ
ー

　
ツ
キ
ー
は
コ
ミ
ン
テ
ル
で
一
説
を
し
て
一

一
い
た
の
で
あ
っ
ぺ
何
ん
と
い
う
冷
厳
一

一
Ｃ
洪
ｉ
忠
よ
哩
む
り
。
白
哨
こ
ち
ら
一
ン
α
一

令
函
に
感
ヌ
し
つ
つ
、
歴
史
の
指
祁
の

中
に
自
己
の
生
の
過
程
や
疵
み
込
ん
で

甘
い
感
傷
な
ど
似
一
も
近
づ
け
ぬ
至
高

の
純
度
を
も
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
る
歴
史

創
造
を
逐
げ
ん
と
す
る
入
閣
に
の
み
、

つ
い
に
政
治
家
に
な
り
得
ぬ
革
。
商
家
で

あ
り
統
け
る
Ｑ
と
を
自
ら
の
嘸
制
と
す

る
Ｉ
永
久
革
命
者
に
の
み
錯
ら
れ
る

べ
き
官
業
な
の
だ
。

　
入
閣
的
で
め
る
こ
と
と
感
傷
的
で
あ

る
こ
と
は
全
く
無
縁
な
の
で
あ
り
、
歴

史
創
造
を
希
求
す
る
入
圃
に
あ
。
て
は

不
可
避
的
な
悲
惨
は
缶
っ
て
も
感
傷
な

ど
と
い
う
も
り
は
本
質
的
に
存
仙
し
は

し
な
い
の
だ
。

　
追
憶
か
美
し
い
の
は
そ
れ
が
″
一
去

の
出
来
事
″
を
甘
い
オ
プ
ー
フ
ー
ト
で
包

ん
で
し
ま
う
作
用
を
抑
っ
て
い
る
か
ら

そ
う
想
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
ぞ
の
こ
と

は
白
己
の
弱
さ
り
許
冒
と
仙
者
り
弱
さ

の
許
容
と
か
背
中
合
せ
に
在
り
そ
れ
は

感
傷
が
人
に
あ
る
植
の
鱗
し
さ
岑
一
或

｜

ｉ
り
生
活
を
い
う
も
り
は
あ
り
句
な
い
一
議
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
技
巧
を
排
し

】
だ
ろ
う
』
（
―
μ
）
と
、
ま
た
ｉ
史
冊
簡
潔
な
ズ
休
に
よ
ぞ
回
想
り
際
に

｝
り
見
心
っ
し
豪
ｎ
て
る
時
に
は
自
分
二
感
傷
か
入
る
こ
と
を
防
い
だ
の
だ
ろ

一
私
心
迂
兪
と
は
別
に
・
観
ぬ
に
立
つ
Ｓ
慎
Ｉ
Ｑ
‘
　
　
　
（
ｊ
ｇ
へ
）

一
が
私
に
は
前
か
ら
つ
い
て
い
る
に
（
吃
↑
　
　
　
　
　
　
一
翼
幻

－
－
－
一
－
－
－
一
吾

－－
－
Ξ

－
Ξ

Ξ

－－
亘

Ξ

Ξ

－
亘

Ξ

－
Ξ

一
語

ロ
本
の
１
一

ｉド
ウ
ー
マ
ン
゜
¨
ソ
ヴ

¬
目
白

自

－ 一 一

　
日
本
り
持
奴
的
現
院
を
も
っ
て
ア
メ

リ
カ
リ
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ヴ
は
日
本
女
性

．
孵
放
辿
励
の
・
火
‐
つ
け
９
と
な
７
だ
．

　
十
一
月
二
Ｔ
七
口
、
東
京
の
ウ
ー
マ

ン
・
リ
ヴ
グ
ル
ー
プ
か
ま
京
・
又
京
区

に
ヌ
性
解
放
浬
Ｕ
‥
…
失
陥
略
セ
ン
タ
ー

Q
j
4
f

g
E
‐
'
1
4
E
3
‐
D
g
＆
y

は
が
っ
て
い
る
．
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
８
心
抑
人
ざ
・
一
一
「
・
ハ
ト
以
来
、
日
太

ヘ
ツ
よ
吟
汽
・
し
く
、
則
畦
天
川
へ
．

ご
七
・
ブ
ス
ド
レ
ヅ
ゴ

゛
ｊ
け
Ｉ
Ｌ
ｌ

Ｔ
i
S
I
｡
％
S
I
S
．
S
‘

j
‐
l

p
1
1
9
t
＼
Ｉ
‘
一
一
く
．
Ｊ
四

‘
は
伺
腿
わ
れ
わ
れ
は
本
一
に
女
か
。

　
女
性
解
放
蒼
勁
の
経
過
は
、
組
織
○

沢
辺
に
よ
っ
て
準
備
会
（
呼
ぴ
か
け
人

田
中
笑
障
さ
ん
）
の
他
レ
デ
４
ス
・
カ

ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
亜
紀
書
房
の

グ
ル
ー
プ
な
μ
」
か
、
反
戦
系
の
ゲ
リ
ラ

的
組
誠
ば
り
で
埋
論
武
装
中
で
あ
る
。

一
〇
・
八
口
比
谷
で
り
「
労
学
市
民
総

決
起
集
会
」
に
も
泌
を
み
戈
女
性
財

1
2
J
f
i
l
y

i
g
f

g
a
i
4
;

を
手
か
け
て
き
て
い
る
。
『
ぐ
る
Ｉ
ぷ

�
う
お
ん
な
り
ら
女
性
解
放
運
動
準
鋼

会
』
は
1
0
・
2
1
国
靭
Ｒ
汽
デ
ー
に
「
女

性
解
放
統
一
行
動
」
と
し
て
、
京
橋
の

水
谷
公
Ｍ
で
集
会
・
デ
モ
沢
汀
な
っ

た
。
こ
り
日
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
女
か

ら
な
へ
訴
‐
４
惣
」
「
双
か
生
き
る
と

凛
町
・
詣
・
こ
Ｅ
史
的
憩
荻
見
女
ら
し
さ
り
サ
ル
芝
居
に
幕
を
お
必
ず

　
・
・
’
．
乙
Ｊ
０
．
Ｌ
．
．
・
ぺ
べ
．
．
．
バ
ゴ
≒
ノ
、
．
七
．
．
．
邑
二
ご
．
』
九
時
バ
き
こ
．
い
よ
こ
そ
、
こ
Ｑ
、
バ
で
ご

ぞ
≒
≒
・
礼
ｙ
・
二
八
に
・
・
・
・
代
回
寸
こ
・
’
・
ら
を
ャ
又
女
１
で
男
性
支
配
君
公
を
包
発
丿
嶮
の
た

　
　
　
・
・
　
・
．
．
百
八
ニ
・
ニ

ヽ
・
．
・
　
’
』
プ
ー
．
嗇
・
．
．
ノ
　
ビ
ノ
’
　
・
・
’
・
、
「
．
こ
い
．
ら
庖
午
．
ヤ
ャ
弓
好
託
に
．

’
．
」
や
、
７
Ｌ
Ｊ
・
ぃ
Ｈ
完
ご
こ
…
…
‥
Ｊ
Ｊ
．
｀
．
．
●
茫
ド
慌
一
三
一
二
連
花
石
．
只
…
…
…
…
％
Ｅ
ｙ
ｙ
ｆ
方
1
0
．
2
1
り
統
一
．
行
脳
は
初
り
大
衆
運

．
√
・
、
１
・
・
プ
’
べ
　
　
・
・
『
・
［
嘸
‐
‐
．
．
．
・
。
Ｉ
バ
．
こ
・
・
’
一
…
…
・
、
．
・
・
・
・
・
］
．
．
・
．
こ
ご
…
…
…
…
・
・
・
・

‘
’

｀
‘
・
｛
．
一
民
。
Ｊ
Ｉ
、

‘
．
、
．
り
ご
し
・
負
Ｊ
レ
、
次
々
と
父
性
解
放

二
　
∇
・
Ｅ
一
　
ょ
Ｉ
’
．
‐
‐
婦
・
・
　
’
・
・
ご
四
万
．
ご
・
　
…
…
…
…
‐
‐
　
ニ
…
…
？
　
い
四
辺
蛸
そ
弘
ぃ
へ
し
で
い
く
こ
と
を
・
弩
．
‐
心

Ｉ
ヨ
ー
ー
・
・
ク
辿
ぞ
こ
几
こ
　
二
河
脱
『
Ｊ
ｄ
フ
メ
．
一
ｙ
・
．
応
召
ジ
ド
ー

・
‥
に
．
・
ｔ
ｌ
一
ｌ
ｉ
ｆ
ｒ
ｌ
’
・
　
・
Ｊ
・
、
．
．
‘
．
・
．
‘
　
’

)，焉i于lj橿F
■ ■ 　 ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜

一

　

」

　

一

凭
’
・
・
ご
　
ゴ
．
．
・
．
．
．
・
・
　
．
一

・
―
‐
・
’
・
　
・
｀
≒
二
Ｉ
　
　
　
一
二
Ｉ
　
一
　
一

万
’
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
・
ブ
二
で
ニ
・
パ
．

は
亜
紀
書
房
に
よ
り
渋
谷
で
「

へ
の
告
発
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

四
心
四
一

だ
。
同
女
性
解
放
運
動
準
備
会
、
ぐ
る

‐
ぷ
・
闘
う
お
ん
な
・
女
性
解
放
戦
線

な
と
の
メ
ン
バ
！
を
は
じ
め
、
一
人
浬

勁
家
、
評
論
家
、
働
く
女
気
主
婦
、

学
生
な
ど
約
五
百
人
か
参
加
し
、
男
性

の
入
場
呪
禁
止
し
、
七
時
間
に
わ
た
っ

て
討
論
か
悲
め
ら
れ
た
。
一
‘
の
討
論
の

中
心
は
、
①
自
分
に
と
っ
て
女
性
解
放

と
は
何
か
、
○
職
場
、
家
庭
、
組
織
で
一

の
差
別
の
実
態
、
③
差
別
を
生
む
も
９

は
何
か
、
④
こ
れ
か
ら
り
方
向
と
課

題
。
で
あ
り
提
案
雅
馴
と
し
て
、
Ｑ
二

度
と
戦
争
の
た
め
に
子
ど
も
呪
生
ま
な
・

い
デ
モ
聚
Ｉ
1
2
月
８
Ｕ
、
②
社
会
的
に

白
眼
視
さ
れ
る
女
の
Ｉ
人
暮
ら
し
を
守

る
会
を
つ
く
汽
ろ
、
③
子
ど
も
か
う
め

る
よ
い
社
会
環
境
を
つ
く
ら
せ
る
だ

め
、
女
性
は
出
産
を
や
め
る
ス
ト
を
し

よ
う
。
以
上
で
あ
る
か
、
こ
の
日
の
大

会
は
論
争
ら
し
い
論
争
も
な
く
抽
象
的

な
意
識
革
商
を
ね
ら
っ
た
会
で
あ
っ
た

が
、
目
ざ
す
と
こ
ろ
が
Ｕ
常
０
恵
識
革

命
で
あ
を
ｉ
」
で
手
が
ひ
り
の
つ
か
み

に
く
い
、
慣
習
打
破
の
だ
た
か
い
で
あ

る
と
い
う
課
題
を
も
た
ら
し
た
。

　
討
論
会
の
他
、
全
般
に
わ
た
っ
て
広

く
、
勉
強
会
シ
ン
ポ
ジ
ー
ム
・
集
会

か
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
権
力
闘
争
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
り
申
で
反
り
デ
ー
・
入
口
法

。
肖
上
程
阻
止
○
隊
列
を
も
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
女
性
解
放
が
入
閣
解
放
○
一

一
い
で
あ
り
、
新
左
痍
総
体
の
枠
内
で
鴎

一
ぶ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
　

″
ぐ
る
Ｉ
ぶ
・
Ｉ
う
お
ん
な
″
は

一
「
女
に
と
っ
て
入
冒
体
制
と
は
何
か
」

　
を
と
ら
・
馮
胤
し
中
絶
禁
止
法
粉
砕
φ
ｙ
中

　
絶
禁
止
体
制
（
性
否
定
り
社
命
体
制
）

　
解
体
汐
人
穴
法
上
程
阻
止
～
入
管
体
制

　
解
体
４
’
を
掲
げ
、
活
動
を
提
起
し
て
い

・
る
Ｑ

一
前
述
０
女
性
恥
放
逐
勧
中
央
連
絡
セ

ー
ン
タ
ー
は
、
最
喉
各
地
の
大
学
や
凶

　
　
　
　
　
　
ル
ー
プ
の
発
生
に
一
起

　
　
　
　
　
　
名
壽
づ
く
り
、
連
絡
○

一
い
い
Ｊ
ｍ
ｍ
心

交
換
、
ガ
リ
版
の
提

　
供
、
個
人
的
指
４
を
す
る
予
定
で
、
連

　
帯
と
し
て
の
全
国
的
嘱
屑
紙
の
Ｉ
打
も

　
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
り
事
沢
経
過
の
し
め
す
と

　
こ
ろ
は
、
日
本
り
巡
勁
は
今
、
ま
さ
に

　
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
女
の
残
党

　
を
出
発
点
に
、
個
々
の
女
性
○
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
ｄ
く
匁
あ
げ
心
れ
て
き
て
い
る
と

一
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
｀

］
:
誠
一

ｊ

Ｉ
い
、
低
迷
し
て
い
る
既
成
の
婦
人
超

勤
の
歴
史
と
、
現
在
の
ウ
ー
マ
ン
・
リ

ヴ
の
ト
辰
（
ア
メ
リ
カ
の
先
駆
名
の
論

文
）
等
、
最
近
○
出
版
物
を
あ
げ
て
み

よ
う
。
（
哨
日
新
聞
か
ら
）
『
現
代
蝉

入
間
暗
愚
巴
（
余
五
巻
・
亜
紀
書

房
）
現
代
の
婦
人
間
題
と
は
何
か
と
社

会
的
諸
条
件
を
客
観
的
に
研
究
し
て
い

る
。
習
野
す
が
！
平
民
社
の
婦
人
革

自
家
像
』
（
一
一
応
雄
者
・
宕
叔
新

書
）
・
与
謝
野
品
子
の
工
″
セ
ー
集

『
激
動
の
中
を
行
く
』
（
編
集
解
説
も

ろ
さ

‘
わ
よ
う
こ
・
新
泉
礼
）

　
古
典
・
』
し
て
参
考
に
し
て
い
る
本
に

は
、
自
由
主
４
の
立
場
か
ら
女
性
解
放

を
示
し
た
『
父
性
の
解
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　　　　　　･i l:へお申込みください。

＠採用についての111合わせをj紅lj'=ちしてお

　ります。連､絡先一総務部総ＩＪ

医者の手を通じて……
　医療に貢献しつつ……
　　羞実に前進する企業です。印刷・コピー・一隻ａごと111jなゐ1ごこ･相識１たさい･こ･予算:r応tﾆｆよ11よいものをりII】ます．

姉り藤永製薬株式会社

　　　　　〒1㈲東京都T一代田区丸ｸﾞ）内3－3－1　新東京いﾚ

　　　　　　　電話（a3）212-8811番鴎八）
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